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Q, 専科教員との連携についてどのように行っていますか。 
A, 図画工作科とは、計画を立てるときに、いつ・何時間・どのように・図画工作で生活科につながる工

作を行うか相談し、連携しました。 
 
Q, ESD カレンダーの改善方法はどのように行っていますか。 
A, ESD カレンダーは毎年の蓄積によるものです。毎年、当該学年の担任がカリキュラムマネジメント

を考えて単元を組み、データ上に書き加えています。また、単元や学習内容を変えた場合は作り直し

ています。 
 
Q, 各学年の「生活・総合」の主な活動は、学校として統一されているのですか。それとも、その年度の

学年独自のものですか。 
A,  「生活科」は年間行事予定に則して指導を行っています。「総合的な学習の時間」については、地域

学習を軸に学年を縦に見て、編成しています。年度によって変更するものもあります。 
 
Q, SDGs は学校に入ってから学ぶのでしょうか。幼・保・小で連携しているのですか。 
A, 学校を単位とした研究ですので、研究内容を伝えることはしていますが、幼・保・小での連携には至

っておりません。SDGs は入学してから様々な場面で触れる機会を設定しています。（研究の提案３ 

参照） 
 
Q, SDGs のことをどのように１年生に教えて伝えているのですか。 
A, 朝会・集会での話題や掲示物・本のロゴなどから項目への関連を考えさせたり、伝えたりしていま

す。また、生活科・道徳でどの価値・ゴールにつながるのか、積み重ねながら伝えています。 
 
Q, 教科横断・学年横断的な学びを進めるためにどのような取り組みをされていますか。 
A, 学校全体の指導計画について地域学習を軸に縦で見て作成しています。学年で重複しているところ

や、６年間の中で意図した学習に触れることができるかを考えています。 
  ５年生の社会科の学習では、防災学習で学んだことを基に新たな視点をもつことができました。例え

ば、京都市の鴨川の写真を見た際に、「堤防が小さいから、ここは地震が少ない地域なのではないか」

と予想する児童がいました。 
 
Q, ESD を進めていくに当たって、どんなことから始めたよいでしょうか。 
A, 本校での ESD のスタートも「できることから」が合い言葉でした。取り組めることから、無理なく

取り組むことがポイントです。 


